標準協定書（自主提案型）
　○○に関する共同研究実施協定書
京都府（以下「甲」という。）と○△（以下「乙」という。）とは、○○に関する共同研究実施に当たり、京都府流域下水道共同研究実施要綱第６条の規定により、次のとおり協定を締結する。
（協定の目的）
第１条　この協定は、○○に関する共同研究を行うことにより、◇◇に寄与することを目的として実施する。
（研究内容）
第２条　本研究の内容は、～である。
（研究期間）
第３条　本研究の期間は、協定締結の日から平成○○年　○月　○日までとする。
２　研究期間の変更については、甲乙協議して定める。
（研究の実施場所）
第４条　本研究に当たり、甲から提供する場所は、京都府○○流域下水道○△浄化センターとする。
　ただし、乙は、甲の業務（施設の建設、維持管理等をいう。）に支障を来さないよう十分留意しなければならない。
２　乙は、本研究完了時には、使用した用地及び施設を原況復旧して返還しなければならない。
（研究内容の分担）
第５条　本研究の分担は、甲乙協議の上決定する。
（費用の負担区分）
第６条　本研究に必要な費用は、乙の負担とする。ただし、研究に要する用地及び施設並びに下水、汚泥等　の実験材料については甲から提供する。
（臨機の措置）
第７条　乙は、災害防止等のため必要があると認めるときは、臨機の措置をとらなければならない。
２　前項の場合において、必要があると認められるときは、乙は、あらかじめ甲の意見を聴かなければなら　ない。ただし、緊急やむを得ない事情があるときは、この限りではない。
３　前項ただし書の場合においては、乙は、そのとった措置の内容を甲乙に直ちに通知しなければならない。
（研究の休止及び中止）
第８条　本共同研究の実施により、甲の業務に重大な影響がある等、特別な理由があると判断した場合にお　いては、甲は、乙に対し共同研究を休止し、又は中止させることができる。
２　乙から本研究の休止又は中止について申し出があり、甲乙協議の上、その理由がやむを得ないと判断さ　れる場合においては、乙は、本共同研究を休止し、又は中止することができる。
（損害の負担）
第９条　乙が本研究活動により、甲又は第三者に損害を及ぼしたときは、乙がその損害を賠償しなければな　らない。ただしその損害のうち、甲の責に帰すべき事由により生じたものについては、甲が負担する。
２　前項の場合のほか、本研究活動に伴い第三者との間に紛争を生じた場合は、甲乙協力してその処理及び　解決に当たるものとする。
（不可抗力による損害）
第１０条　本研究実施期間中に、天災等で甲乙の責に帰すことができないもの（以下「不可抗力」という。）　により、実験設備、器具、材料等に損害が生じた場合においては、乙は、その損害による費用の負担を甲　に請求することができない。
（完了報告）
第１１条　乙は、本共同研究を完了したときは、甲に通知しなければならない。
２　乙は、本共同研究を完了した際、提供を受けていた用地、施設等の原況復旧が適切に行われていること　が確認できない場合においては、直ちに補修しなければならない。
（研究成果の報告）
第１２条　乙は、本研究完了後、報告書を作成し甲へ提出するものとする。
２　乙は、本共同研究の実施途中であっても、甲の依頼があればその途中経過を報告しなければならないも　のとする。
３　前２項の規定による提出書類に関する著作権については、甲乙に帰属するものとする。
（研究成果の公表）
第１３条　本研究の成果については、広く府民に公表及び広報をすることを前提とする。
２　甲は、前項の公表及び広報の内容、時期等について、あらかじめ乙と協議の上、同意を得なければなら　ないものとする。
３　第１項の公表及び広報の著作権については、甲乙に帰属するものとする。
４　乙は、甲から依頼があった場合においては、甲又は乙の広報活動に可能な限り協力しなければならない　ものとする。
（成果の帰属）
第１４条　本研究成果の帰属は、甲乙共有とし、成果の公開や特許等の工業所有権の取得については、甲乙　協議の上その取扱いを決定する。
（その他）
第１５条　本共同研究の成果をもって、京都府流域下水道への導入を約束するものではなく、甲の発注建設　工事、業務委託の請負等での有利な取扱いは一切行わない。
２　この協定に定めのない事項については、甲乙協議して定めるものとする。
　この協定を証するため、本書２通を作成し、甲乙が記名、押印し、それぞれ１通保有する。
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